
『
越
前
漆
器
』の
歴
史
は
古
く
、
約
１
５

０
０
年
前
に
遡
り
ま
す
。
継
体
天
皇
が

皇
子
の
こ
ろ
、
壊
れ
た
冠
を
片
山
地
区

（
現
在
の
鯖
江
市
片
山
町
）の
塗
師
が
修

理
し
て
黒
塗
り
の
椀
を
添
え
て
献
上
す

る
と
、
見
事
な
出
来
栄
え
に
感
動
し
、

片
山
集
落
で
の
漆
器
づ
く
り
を
奨
励
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
越

前
で
は
多
く
の
漆
か
き
が
い
た
こ
と
も

あ
り
、
現
在
の『
越
前
漆
器
』の
産
地
形

成
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
堅
牢
な
塗
物
だ
っ
た
の

を
、
江
戸
時
代
以
降
、
京
都
か
ら
蒔
絵

を
、
輪
島
か
ら
沈
金
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り

入
れ
、
華
麗
な
装
飾
性
を
帯
び
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
形
も
、
明
治
期
半
ば

に
は
丸
物
と
い
わ
れ
る
椀
類
が
大
半
で

し
た
が
、
角
物
と
い
わ
れ
る
膳
類
な
ど

を
手
掛
け
、
重
箱
や
手
箱
、
盆
、
菓
子

箱
、
花
器
な
ど
製
品
群
が
多
様
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
量
産
体
制
を

整
備
し
、
旅
館
な
ど
の
業
務
用
漆
器
の

販
路
開
拓
を
し
て
、
全
国
有
数
の
業
務

用
漆
器
産
地
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は

食
器
だ
け
で
な
く
、
装
飾
品
と
し
て
の

用
途
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
最

近
で
は
、
県
内
外
の
山
車
や
お
神
輿
の

漆
塗
り
や
修
繕
な
ど
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
と
技
術
継

承
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
漆
器
は
取
り
扱
い
が
難
し
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
毎
日
使
え
る
丈
夫
さ

が
あ
り
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
素
敵

な
ア
イ
テ
ム
で
す
。
食
器
洗
浄
機
や
乾

燥
機
で
使
用
で
き
る
漆
器
も
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。

食
卓
を
彩
る
艶
や
か
で
堅
牢
な
越
前
漆
器
。

製造者／越前漆器協同組合
住　所／福井県鯖江市西袋町37-6-1
TEL／0778-65-0030
FAX／0778-65-0550
http：//www.echizen.or.jp/

昭和50年5月10日指定

越
前
漆
器

え

　ち

　

 

　ぜ

　ん

　
　 

し

　っ

　
　
　き

　
か
つ
て
は「
越
前
・
若
狭
の
国
」と
呼

ば
れ
て
い
た
福
井
県
は
、
緑
豊
か
な
嶺

北
地
方
と
若
狭
湾
の
美
し
い
水
に
恵
ま

れ
た
嶺
南
地
方
か
ら
な
り
ま
す
。
双
方

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
付
い
た
昔

な
が
ら
の
素
晴
ら
し
い
日
用
工
芸
品
が

多
数
あ
り
、
そ
の
中
で
国
指
定
伝
統
的

工
芸
品
と
言
わ
れ
る
逸
品
は
７
つ
あ
り

ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、「
食
」の
時
間
に
使
用
し

て
欲
し
い
漆
器
、
和
紙
、
打
刃
物
、
焼

物
、
塗
箸
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
ど
れ
も
が
職
人
の
技
が
光
る
精
巧
な

作
り
で
使
い
や
す
く
、
食
卓
に
気
品
や

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
最
近
で
は

生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
よ
う
に
と
、

扱
い
や
す
い
工
芸
品（
食
器
洗
浄
機
対
応

な
ど
）も
登
場
し
て
い
ま
す
。
使
う
た
び

に
古
の
技
と
心
意
気
を
感
じ
、
趣
き
あ

る
毎
日
を
演
出
し
て
く
れ
る
逸
品
を
ぜ

ひ
愛
用
し
て
く
だ
さ
い
。

福
井
が
誇
る
日
本
の
宝
、

食
卓
が
華
や
ぐ

伝
統
的
工
芸
品
。

食
文
化
を
支
え
る
心
と
技

伝
統
工
芸
品
の
あ
る
暮
ら
し

ここがポイント

漆器は、和食をより美しく、
おいしく演出してくれます。

平成25年、和食がユネスコ無形文
化遺産に登録されました。漆器は
和食との関係が深く、今後さらに
漆器が注目されていくことでしょ
う。また産地では、伝承料理の報
恩講料理をベースにした創作料理
を漆器に盛り付け、「うるしの里ご
膳」として提供しています。

丁寧な手仕事で塗られた木製の漆器は修理ができる
ので、長い目でみればお得な買物です。産地では職人
たちによる“軒下工房”が結成され、制作現場の見学を
通じた漆器のPRをしています。
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東京では江戸唐紙に、京都では京唐紙になる、素
材の和紙としても有名です。産地では、ランチョン
マットやしおり、財布、携帯電話ケース、インテリア
商品など、様々な製品を開発中です。和紙に漆を
塗った漆和紙（うるわし）もあります。

組合オリジナルブランド“土ごころシリーズ”は、全国
でも鉄分が多いとされている越前の陶土を使用し
ています。越前焼の魅力である土味と作り手の心
をそのまま感じてもらうため、釉薬（うわ薬）を施さず
に焼成した商品です。

お
か
も
と

ここがポイント

用途のイメージが次々に
わいてくる表情の豊かさ。

焼物だけに破損することもあるで
しょう。でも、小さな破損なら、そ
れもデザインと考えて別の用途に。
大皿の小さなカケをそのまま生かし
て花器にしたり、人形を飾ってみた
り。また、『越前焼』のビアマグは、
クリーミーな泡を楽しめると全国的
に人気を集めています。

『
越
前
焼
』の
特
徴
は
、
釉
薬
を
使
わ
ず

に
焼
く
焼
き
締
め
や
、
灰
釉
を
中
心
と

し
た
素
朴
な
肌
触
り
で
ぬ
く
も
り
や
暮

ら
し
に
使
う
器
と
し
て
の
美
し
さ
が
あ

る
こ
と
で
す
。

　
そ
の
発
祥
は
約
８
５
０
年
前
、
平
安

時
代
末
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
約
２
０
０
以
上
の

古
く
て
大
き
な
窯
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

か
め
や
壷
、
す
り
鉢
、
舟
徳
利
、
お
は

ぐ
ろ
壷
な
ど
、
日
用
雑
器
が
多
く
焼
か

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
温
焼
成
で
茶
褐
色
に
焼
き
締
っ
た『
越

前
焼
』は
硬
く
て
丈
夫
な
こ
と
か
ら
、
越

前
海
岸
か
ら
船
で
北
海
道
南
部
か
ら
島

根
県
ま
で
運
ば
れ
、
日
本
海
沿
岸
に
暮

ら
す
人
た
ち
に
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
北
陸
地
方
最
大
、
日
本
海
側
最
大

の
窯
場
へ
と
発
展
し
た
の
で
す
。

　
昭
和
20
年
代
に
は
、
水
野
九
右
衛
門

氏
ら
研
究
者
に
よ
っ
て
越
前
焼
窯
址
の

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
瀬
戸
・
常
滑
・
信

楽
・
丹
波
・
備
前
と
と
も
に
日
本
六
古
窯

に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
越
前
陶
芸
村
の
建
設
に
よ
り
、

全
国
か
ら
多
く
の
陶
芸
家
が
創
作
活
動

を
始
め
、
現
在
で
は
焼
き
締
め
の
伝
統

を
生
か
し
た
新
し
い
作
陶
も
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
越
前
独
特
の
ね
じ
た
て
成

形
も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
海
外
進
出
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
元
年
よ
り
交
流

を
続
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
・
ア
ラ
バ
マ
州

を
拠
点
に
、
展
示
会
な
ど
を
通
じ
て
、

越
前
焼
の
知
識
や
情
報
、
素
晴
ら
し
さ

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

素
朴
で
や
さ
し
く
手
に
馴
染
む
、毎
日
使
っ
て
い
き
た
い
焼
物
。

越
前
焼

え

　ち

　

    

　ぜ

　ん

　
　 

や

　き

　
約
１
５
０
０
年
前
、
岡
太
川
の
川
上

に
お
姫
様
が
現
れ
、「
こ
こ
は
田
畑
が
少

な
い
が
、
清
ら
か
な
谷
水
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
紙
を
漉
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
」

と
、
紙
漉
き
技
術
を
教
え
ま
し
た
。
お

姫
様
の
名
前
を
お
尋
ね
す
る
と
、「
岡
太

川
の
川
上
に
住
む
者
」と
だ
け
答
え
た
た

め
、『
越
前
和
紙
』の
祖〝
川
上
御
前
〞と

し
、
岡
太
神
社
に
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。

　
奈
良
時
代
ま
で
は
仏
教
の
写
経
用
紙

が
主
で
し
た
が
、
公
家
武
家
階
級
が
大

量
に
使
い
出
す
と
、
技
術
や
生
産
量
も

向
上
し
、「
越
前
奉
書
」な
ど
高
品
質
紙

が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
幕

府
や
領
主
の
保
護
を
受
け
発
展
し
、
全

国
有
数
の
産
地
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
元
年
に
は
日
本
最
初
の
お
札
用

紙
に
採
用 

、
美
術
界
で
も
横
山
大
観
や

平
山
郁
夫
な
ど
の
芸
術
家
に
支
持
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
は
、
壁
紙
や
ふ
す
ま
紙

の
他
、
イ
ン
テ
リ
ア
用
品
と
し
て
も
用

途
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
43
年
に
８
代
目
岩
野
市

兵
衛
氏
が
人
間
国
宝（
国
指
定
重
要
無
形

文
化
財
）に
認
定
さ
れ
、
平
成
12
年
に
は

そ
の
技
術
を
継
承
し
た
９
代
目
岩
野
氏

も
、
人
間
国
宝
と
し
て
認
定
さ
れ
活
躍

し
て
い
ま
す
。

『
越
前
和
紙
』の
特
徴
は
、
ぬ
く
も
り
あ

る
優
雅
な
肌
合
い
と
風
格
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
の
は
、
コ
ウ
ゾ
や

ミ
ツ
マ
タ
、
ガ
ン
ピ
、
麻
、
ト
ロ
ロ
ア

オ
イ
な
ど
の
植
物
原
料
や「
流
し
漉
き
」

や「
溜
め
漉
き
」な
ど
の
技
法
と
職
人
の

努
力
な
の
で
す
。

美
術
界
で
も
絶
賛
さ
れ
る
温
も
り
に
満
ち
た
や
さ
し
い
手
漉
き
和
紙
。

越
前
和
紙

え

　ち

　

 

　ぜ

　ん

　
　  

わ

　
　
　
　
　し

ここがポイント

使う場所、大きさによって、
雰囲気を変えられる和紙。

独特の風合いや模様を持つ和紙は、
使う空間や大きさによって様々な雰
囲気を演出してくれます。それに、
和紙に灯りを加えることで、また
違った表情も楽しむことができます。
この他、本来は和室に使うふすま紙
を、フローリングの部屋の壁紙とし
て使ってみるのも面白いでしょう。

製造者／福井県和紙工業協同組合
住　所／福井県越前市新在家町8-44
TEL／0778-43-0875
FAX／0778-43-1142
http://www.washi.jp/

昭和51年6月2日指定

製造者／越前焼工業協同組合
住　所／福井県丹生郡越前町小曽原5-33
TEL／0778-32-2199
FAX／0778-32-3251
http://www.echizenyaki.com/

昭和61年3月12日指定

紙の材料の入った漉き漕（そう）の中で、漉き桁（けた）
を揺り動かすことで一枚の和紙が漉き上がります。独
特の曲線美、墨流しの模様は、色の付いた筆で作る県
指定無形文化財の技術です。

“越前焼”の名が付いたのは戦後のこと。現在、県内に
は約80名の窯元が窯を構え、作陶に取り組んでいま
す。毎年春には“越前陶芸まつり”が開催され、各作家
の作品が一堂に展示されます。
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鍛造技術を生かしたレストラン仕様のステーキナイ
フは世界の一流料理人をうならせるヒット商品。越
前打刃物は常に新分野開拓の努力に挑戦し続け
ています。

約1000℃で鍛接し、独特の鍛造技術を誇っていま
す。包丁の切れ味がいいと料理も美しく見え、食欲もわ
いてきます。包丁1本で、毎日の食生活も変わるかもし
れません。

ち  

よ

 

づ
る
く
に

や
す

伝統ある模様を守りながら、食器洗浄機に対応で
きる若狭塗箸が数多く登場しており、普段使いに
おすすめです。価格もお手頃なものが多く、扱い易
さを重視することで、伝統工芸品がより身近になり
ました。

　
国
内
生
産
塗
箸
の
全
国
シ
ェ
ア
80
％

以
上
を
占
め
て
い
る
若
狭
塗
箸
に
は
、

伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る「
若
狭
塗
」の
技

法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
若
狭
塗
は
小
浜
藩
の
御
用
塗
師
で

あ
っ
た
松
浦
三
十
郎
が
支
那
漆
器
の
一

種
を
ヒ
ン
ト
に
、
海
底
の
様
子
を
意
匠

化
し
て
考
え
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
若
狭
塗
箸
の
最
大
の
特
徴
は
、
貝
殻

や
卵
殻
を
色
と
り
ど
り
の
色
漆
で
塗
重

ね
る
こ
と
。
十
数
回
も
塗
り
重
ね
ら
れ

た
漆
の
層
を
丹
念
に
研
ぎ
出
し
磨
き
上

げ
る
こ
と
で
、
美
し
い
海
底
の
様
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
１
５
９
７
年
に
松

浦
三
十
郎
が
考
え
出
し
た
こ
の
し
な
や

か
な
発
想
力
と
類
ま
れ
な
技
法
は
、
当

時
多
く
の
人
た
ち
を
驚
か
せ
た
と
言
い

ま
す
。
そ
の
技
術
は
、
21
世
紀
を
迎
え

た
今
も
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
独
創
性
を
受
け
継
い
だ
塗
箸

は
そ
の
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
現

代
の
食
生
活
に
応
じ
た
使
い
や
す
さ
を

重
視
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

食
材
や
料
理
に
も
使
い
や
す
い
、
先
端

や
持
ち
手
が
滑
り
止
め
加
工
し
て
あ
る

も
の
や
デ
ザ
イ
ン
性
溢
れ
る
も
の
、
異

素
材
と
の
組
み
合
わ
せ
、
食
器
洗
浄
機

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
施
し
て
あ
る
も
の
な
ど
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
Ｔ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
時
代
が
求
め
る

お
箸
づ
く
り
を
追
求
す
る
、
新
し
い
若

狭
塗
箸
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

独
自
の
装
飾
技
法
で
作
ら
れ
る
若
狭
塗
箸
は
空
間
を
華
や
か
に
す
る
食
事
道
具
。

若
狭
塗
箸

わ

　か

　

 

　
　さ

　
　
　

 

ぬ

　り

　
　
　ば

　し

ここがポイント

さまざまな模様で
海底の美しさを表現。

伝統的な若狭塗箸の特徴は、細工
された木地にさまざまな色の漆を
塗り重ね、その上に卵殻・貝殻を塗
布し、最後に研磨をし模様を起こ
していきます。卵殻を用いた「卵殻
模様」、貝殻を用いた「貝殻模様」の
他、松葉・檜葉・菜種又は籾殻など
を用いた「起こし模様」があります。

製造者／若狭塗箸協同組合
住　所／福井県小浜市福谷8-1-3
TEL／0770-52-1733
FAX／0770-53-0043
http://www.wakasa-hashi.com/
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漆が竹に吸い込まれないよう、にかわ（動物の油）を
塗った素地にあわび貝で文様を付けていく作業です。
できあがりをイメージしながらの模様付けはとても繊細
です。

『
越
前
打
刃
物
』は
、
日
本
古
来
の
火
作

り
鍛
造
技
術
と
手
仕
上
げ
を
主
と
し
た

製
品
づ
く
り
が
特
長
で
す
。
鋼
の
片
隅

か
ら
全
体
を
菱
形
に
斜
め
に
つ
ぶ
す「
廻

し
鋼
着
け
」や
、
刃
を
２
枚
重
ね
た
ま
ま

表
と
裏
か
ら
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
、
２
枚

が
同
じ
よ
う
に
薄
く
の
び
る
よ
う
手
早

く
作
業
す
る「
二
枚
広
げ
」な
ど
の
技
法

が
確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
発
祥
は
約
７
０
０
年
前
に
遡
り

ま
す
。
京
都
の
刀
匠
で
あ
る
千
代
鶴
国

安
が
名
剣
を
鍛
え
る
水
を
求
め
て
の
旅

の
途
中
、
武
生（
現
越
前
市
）に
留
ま
っ

て
刀
剣
を
つ
く
る
か
た
わ
ら
、
鎌
も
手

掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
武
生
は
農
作

業
用
刃
物
の
一
大
産
地
と
な
り
、
北
陸
独

特
の
行
商
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
越
前
漆
器
の

漆
か
き
職
人
が
、
漆
を
求
め
て
全
国
を

行
脚
し
、
武
生
の
鎌
を
活
用
す
る
と
同

時
に
、
刃
物
類
を
売
り
回
り
、
各
土
地

柄
に
応
じ
た
鎌
の
注
文
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
に
は
、『
越
前
打
刃

物
』の
中
で
も
越
前
鎌
が
全
国
一
位
の
生

産
量
を
誇
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
カ
ス

タ
ム
ナ
イ
フ
や
、
洋
食
系
シ
ェ
フ
専
用

の
包
丁
と
し
て
開
発
さ
れ
た
新
ブ
ラ
ン

ド『
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ（
ブ
レ
イ
ゼ
ン
）』も

好
評
で
す
。

　
包
丁
に
つ
い
て
は
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、

海
外
の
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
も
絶
賛
さ

れ
、
高
品
質
の
製
品
を
供
給
し
続
け
て

い
ま
す
。

日
本
古
来
の
鍛
造
技
術
は
、プ
ロ
の
料
理
人
を
も
魅
了
す
る
切
れ
味
。

越
前
打
刃
物

え

　ち

　

     

ぜ

　ん    

　う

　ち  

　

  

　は     

　
　も

　の

アフターケア

用途に合わせた包丁を!!

一般料理用の文化包丁や菜切り包
丁、魚用の出刃包丁や刺身包丁など
素材に合わせて使い分けましょう。
1本ですべてをまかなうのは食材の
味を損なうだけでなく刃が傷む原因
にもなります。切れ味を保つには定
期的なプロの研ぎ直しも長持ちの秘
訣です。

製造者／越前打刃物協同組合
住　所／福井県越前市池ノ上町49-1-3
TEL／0778-24-1200
FAX／0778-22-1015
http://www.echizenuchihamono.com

製造者／タケフナイフビレッジ協同組合
住　所／福井県越前市余川町22-91
TEL／0778-27-7120
FAX／0778-27-7100
http://www.takefu-knifevillage.jp

昭和54年1月12日指定

83 82


